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昭和グループ（代表：金子 直幹）は、北部九州におけるトヨタ車両販売・レンタリース事業、バス・

タクシー事業等の交通運輸事業を軸に、移動サービスを通じて未来へ繋がるまちづくり（＝よかまち）を

目指し『よかまちみらいプロジェクト』を本日 2020年 10月５日（月）に発足いたしました。 

グループ企業 14社および、志を同じくする企業 27社と共に『よかまちみらいプロジェクトコンソー

シアム』を結成し、コンソーシアム各社が相互に連携しつつも自主自立的にサービス企画開発・提供する

ことで、地域の魅力向上と活性化に貢献してまいります。 

また、サービスの企画開発・提供におきましては、『プロジェクトパートナー』として福岡県、糸島市、

福岡市ならびに九州大学等、関係機関、団体、企業にもご支援・連携いただき、産学連携による先進技術

の研究・実証も推進することで、中長期に亘るプロジェクト展開を行ってまいります。 

■活動展開エリア 

プロジェクトの始動にあたり、まずは福岡県の西部に位置する糸島半島にて、移動サービスおよび地域

活性化に資する各種サービスを展開いたします。 

北部には豊富な観光資源を有し、中部には九州大学が位置する糸島半島は、ヒトの移動・往来が活発で

魅力的な地域である一方、交通手段が限定されており、移動の快適さや自由度・柔軟性の観点では発展の

可能性を秘めているといえます。また、高齢化が進んでいるエリアもあり、マイカー以外の移動手段が必

要とされる地域であると考えています。 

このような交通課題に対し、『よかまちみらいプロジェクトコンソーシアム』と『プロジェクトパート

ナー』が一体となり取り組むことで、糸島半島の活性化に貢献し、MaaSのモデル地域としていくことを

目指します。  

プロジェクトを通じて得られたノウハウや経験を活かして、将来的には昭和グループのサービスエリア

の「福岡県、佐賀県、長崎県」へサービスを展開してまいります。 

 

『よかまちみらいプロジェクト』発足 
～移動サービスで北部九州を未来へ繋がるよかまちへ～ 

昭和グループを中心に『よかまちみらいプロジェクト コンソーシアム』を結成！ 

PRESS RELEASE 



 

■主な提供サービス 

昭和グループを中心に展開予定の移動サービスに加え、観光振興・交通安全・防災減災・地域振興等

を通じ地域活性化へ貢献するとともに、産学連携の取組みについても推進いたします。 

 

１．移動サービス 

（１）オンデマンドバス【サービス提供会社：昭和自動車】 

高齢者や移動困難者に利便性の高い移動手段を提供することを目的に、糸島コミュニティバス曽根線

にて「オンデマンドバス」を提供開始予定です。電話やスマートフォンで予約頂き、その予約状況に応

じた最適な運行ルートを走行し、ドア toドアに近い感覚で乗車頂けるバスです。 

［予定：2021年３月～無償実証、2021年５月～有償実証、2021年 10月～本格運行］ 

 

（２）カーシェア「TOYOTA SHARE」【サービス提供会社：トヨタ車両販売店・トヨタレンタリース店各社】 

 気軽に乗れる地域の足を拡充し、地域交通の利便性向上に貢献することを目的に、糸島半島内にカー

シェアステーションを拡充してまいります。また、2 人乗りの超小型 EV車両を導入し、地域の皆様と

共に、超小型 EVの有用性を実証していく予定です。 

［超小型 EV車両でのカーシェア予定：2021年 2月~無償実証、2021年 7月~有償実証］ 

 

（３）パーソナル・モビリティ×ワーケーション 実証 

【サービス提供会社：スマートデザインアソシエーション、近畿日本ツーリスト九州、協力：トヨタ自動車】 

ワーケーションツーリズムの受容性および事業性検証を目的に、JR今宿駅を起点にTOYOTA i-ROAD

およびトヨタ車体製 COMS の貸出を実施。また、同車両を利用したオリジナルツアーを作り、オンラ

インで販売予定です。ワーケーションで滞在される方々をはじめ、観光客や地域の方々に利用頂くと共

に、ビジネスとしての事業性についても検証します。 

［予定：2020年 10月中旬～2021年 2月、TOYOTA i-ROAD/トヨタ車体製 COMSで実証 

   予約サイト：https://www.knt.co.jp/tabinaka/sp/area/kyushu/200914/］ 

 

（４）電動レンタサイクル「よかチャリ（仮）」【サービス提供会社：トヨタレンタリース福岡】 

利便性を高める多様な移動手段の提供を目的に、トヨタレンタリース福岡 伊都店と前原店にてレン

タサイクルを導入予定です。九大学研都市駅と九州大学伊都キャンパス間の移動における活用ニーズの

検証、筑前前原駅エリアにおいては糸島市、糸島市観光協会と連携し、観光スポットの周遊プランも検

討予定です。 

 ［予定：2020年 12月頃～九大学研都市駅エリアから開始］ 

 

（５）ルート検索・決済アプリ「my route」 

【サービス提供会社：SEEDホールディングス、昭和自動車 ＊福岡市域は西日本鉄道様、JR九州様】 

魅力あるルート検索アプリを提供し、移動利便性の向上と地域活性化に貢献することを目的に、糸島

my routeを導入します。糸島半島を 1日周遊できるバスのデジタル乗車券、おすすめスポットの特集

ページ、コロナ対策の一環として飲食店の混雑・空席情報の提供等を検討中です。各種モビリティをマ

イルートでつなぎ、シームレスな移動の実現を目指します。 

[予定：2021年 2月～糸島my routeサービス開始] 

 

https://www.knt.co.jp/tabinaka/sp/area/kyushu/200914/


 

 

２．観光振興 

 プロジェクトパートナーの糸島市、福岡市、糸島市観光協会と連携し、よかまちみらいプロジェクト

コンソーシアム観光分科会を結成しました。観光面における課題を検証し、糸島半島の魅力度アップ、

観光来訪者数と滞在者数の増大を目指します。 

 

３．交通安全 

 コンソーシアム企業の損保各社を中心に、安全運転診断ツール等から得られるデータを活用して、交

通事故等を抑制することを目指します。また、各自治体や警察と連携し、高齢者を対象とした安全運転

講習会等の実施も検討します。 

 

４．防災・減災 

 昨今頻発している災害に対し、災害発生時の「徒歩帰宅者支援」、「給電車の派遣」、「避難所支援」を

実施します。また、災害への備えとして各自治体と連携した「防災教育の実施」、「危険地域の監視体制

強化」、「防災情報の提供」も検討します。 

 

５．地域振興 

糸島の魅力的な飲食品等を紹介する物産展、未来を担うお子様への環境・キャリア教育への講師派遣

等を準備しております。また、地域の方への健康セミナーや地場の企業の海外進出をサポートするセミ

ナー等を用意しております。 

 

６．産学連携 

 九州大学伊都キャンパスにて学生・教職員を対象としたカーシェアの実証実験を予定しています。 

カーシェアにおける学生の意識変容と、公共交通を補完する移動手段としての利用ニーズを検証します。 

また、先進技術に関する共同研究についても協議中です。 

以上 

 

 


